
テーマ３     焦らずしつけを 

【ねらい】 

  しつけの仕方等について事例を通して話し合い、しつけの大切さや子どもにあった 

 しつけの仕方のポイントを学ぶ。また、しつけをするときには子どもとじっくり向き 

 合い、子どもの個性や特質を理解することが必要であることを知る。 

 

【活動の流れ】 

１ 事例を読み、親の３つの対応の中から、参加者がどれに近いかを選び、その理由を 

 ワークシートに書く。 

２ 参加者が選んだ理由を発表し、話し合う。 

３ しつけ全般において、気をつけていることをワークシートに書き、話し合う。 

４ 話し合いから参考となるしつけのポイントを書き、参加者同士で交流する。 

５ ファシリテーターがまとめ、参加者自身に合ったしつけのポイントを実践できるよ 

 うに、意欲づけをする。 

 

【支援のポイント】 

○事例の会話を読むだけでなく、ファシリテーターが子ども役か親役となり、できる限 

 り場の雰囲気を出すように努める。 

○しつけは大切であるが、しつけなければという思いが強すぎると、親自身の行動に歯 

 止めがきかなくなり、児童虐待につながるおそれがあることを押さえる。 

○子どもは家庭での約束やルールを守ったり破ったりしながら、成長していくものであ 

 ることを知らせる。 

○事例の食事のしつけのみに話が終始しないよう、しつけ全般に話し合いが広まるよう 

 に配慮する。 

○しつけをするときには、子どもの特質をよく理解し、子どもにあった方法でしつけを 

 することの大切さを知らせる。 

○問題に見える子どもの行動も、親や大人が丁寧に対応することにより、個性として育 

 つようになることを押さえる。 

 

 

【参考資料】 

 
                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               【第５回幼児の生活アンケート（ベネッセ教育総合研究所2015）】 

% 
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コップを手で持って飲む

スプーンを使って食べる

家族やまわりの人にあいさつする

歯をみがいて、口をすすぐ

おしっこをする前に知らせる

自分でパンツを脱いでおしっこをする

自分でうんちができる

ひとりで洋服の着脱ができる

おはしを使って食事をする

決まった時間に起床・就寝する

ひとりで遊んだあとの片付けができる

オムツをしないで寝る

生活習慣に関する発達

1歳児 15年 (614) ２歳児 15年 (583) ３歳児 15年 (626)

４歳児 15年 (610) ５歳児 15年 (671) ６歳児 15年 (657)

自分一人で「できる」割合

 
 

 

 

 

対象：満１歳以上～６歳就学前の幼児をもつ保護者 


